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東
京
で
は
、
外
車
輸
入
販
売
会
社
の

経
営
改
革
を
担

っ
て
い
た
。　
一
人
息
子

の
小
学
校
選
び
に
迷

っ
て
い
た
こ
ろ
、

長
野
県
伊
那
市
の
小
学
校
が
、
の
び
の

び
と
し
た
教
育
を
実
践
し
て
い
る
と
問

き
、
親
子
で
見
に
い

っ
た
。
日
本
ア
ル

プ
ス
に
抱
か
れ
た
大
自
然
。
人
々
の
柔

ら
か
さ
。
終
電
で
帰
宅
す
る
毎
日
と
は

別
の
世
界
が
あ

っ
た
。
２
０
０
２
年
（

退
酎
れ
に
骸
漱
謙
群
商
漣
あ

つ だ
ど
土
地

の
暮
ら
し
に
は
、
歴
史
と
文
化
が
根
付

い
て
い
た
。
た
だ
、
そ
の
価
値
に
住
民

が
気
づ
い
て
い
な
い
。

「お
客
さ
ん
で

は
い
た
く
な
い
」
と
、
情
報
通
信
技
術

で
地
域
の
活
性
化
を
進
め
る
市
の
委
員

に
応
募
し
た
。
０７
年
に
は
公
募
で
伊
那

図
書
館
長
に
。

「図
書
館
を
拠
点
に
、

工
Ｔ
で
人

々
と
歴
史
や
文
化
を
つ
な
ぎ

直
し
て
み
よ
う
と
思

っ
た
ん
で
す
」

学
校
や
博
物
館
に
眠

っ
て
い
た
古
地

図
を
使
い
、
旧
城
下
町
の
地
図
上
に
自

分
の
現
在
地
を
表
示
し
て
街
歩
き
を
楽

し
め
る
携
帯
端
末
用
の
ア
プ
リ

「高
速

ぶ
ら
り
」
を
開
発
し
た
。
住
民
と

一
緒

に
歩
い
て
街
を
再
発
見
し
、
歴
史
を
た

ど

っ
た
。
高
遠
藩
内
藤
家
の
下
屋
敷
が

あ

っ
た
縁
で
、
東
京

・
新
宿
御
苑
周
辺

の

「内
藤
新
宿
ぶ
ら
り
」
も
で
き
た
。

図
書
カ
ー
ド
を
作

っ
た
人
に
は
地
域

通
貨

「り
ぶ
ら
」
を
発
行
す
る
。
図
書

館

で
使
わ
な
く
な

っ
た
本
と
交
換

で

き
、
地
元
商
店
で
割
引
券
に
も
な
る
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
主
催
の
賞
で
今
年
、
先
進
的

な
取
り
組
み
が

「地
域
資
源
の
創
生
」

と
評
価
さ
れ
た
¨

「図
書
館
が
た
だ
の

貸
本
屋
じ
ゃ
な
い
と
証
明
で
き
て
、
う

れ
し
い
で
す
」
　

文
・写
真

斎
藤
智
子



小さな図書館

大きな輪

2013年 (平成25年)8月 20日  火曜日

´ヒ8)0,
一個
人
一一一一一Ｎ
ｐ
一０
＝書
店
＝彙
阪
で
囲
一日
世
一ミ
構
＝

個
人
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
立
ち
上
げ
た
民
間
図
書
館
が
各
地
に

広
が

っ
て
い
る
。
そ
ん
な
小
さ
な
図
書
館
約
２０
館
が

一
堂
に
会
す

る

「第
１
回

マ
イ
ク
ロ

・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
サ
ミ
ッ
ト
」
が
２４
日
、

大
阪
市
浪
速
区
の
ま
ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
＠
大
阪
府
立
大
学
で
開
か

れ
る
。
本
を
介
し
て
人
と
人
を
つ
な
げ
て
き
た
小
さ
な
取
り
組
み

が
大
き
な
輪
に
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

サ
ミ

ッ
ト
は
磯
井
純
売
さ
ん
　
て
人
が
集
う

「
ま
ち
ラ
イ
ブ
ラ
リ

（５５
）
が
ヽ
知
り
合
い
の
図
書
館
や
　
卜
」
を
提
唱
し
、
自
分
の
図
書
館
を

書
店
に
声
を
か
け
て
企
画
。
磯
井
　
２
館
持
つ
ギ
２
～
３
年
前
は
個
人

さ
ん
自
身
も
カ
フ
ェ
や
会
社
な
ど
　
図
書
館
は

ニ
ッ
チ
な
も
の
だ

っ
た

に
設
け
た
本
棚
に
本
を
持
ち
寄

っ
　
が
、
本
を
置
い
た
空
間
が
ど
ん
ど

懐
中
電
灯
を
片
手
に
本
を

「発
掘
」
す
る
学
生
＝
新
潟
市
の
「ツ
ル
ハ
シ
ブ
ッ
ク
ス
」

酒店・バン屋で開館■地下設置し「発掘」

ん
広
が

っ
て
き
た
。
サ
ミ

ッ
ト
は

小
さ
な
図
書
館
を
や

っ
て
い
る
人

た
ち
が
夢
や
体
験
を
語
り
合
い
共

有
で
き
る
場
に
し
た
い
」
と
話
す
。

サ
ミ
ッ
ト
で
発
表
を
す
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ

「情
報
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
」
は
千

葉
県
船
橋
市
を
中
心
に
１５
館
の
図

書
館
を
運
営
す
る
。
無
料
で
会
員

登
録
が
で
き
、
１
人
２
冊
、
２
週

間
借
り
ら
れ
る
。

２
０
０
６
年
３
月
、
当
時
、
大

学
生
だ

っ
た
代
表
の
岡
直
樹
さ
ん

（２９
）
が
ヽ
船
橋
駅
前
に
開
設
予
定

だ

っ
た
連
絡
通
路
の
ス
ペ
ー
ス
に

机
を
置
き
、

「図
書
館
を
作
り
ま

す
。
本
を
寄
付
し
て
く
だ
さ
い
」

と
手
書
き
の
紙
を
貼

っ
て
本
を
募

っ
た
の
が
始
ま
り
だ
。
１
カ
月
で

１
千
冊
集
ま
り
、
同
年
５
月
に
１

館
目
が
開
館
し
た
。

い
ま
で
は
酒
店
や
パ
ン
屋
の

一

角
も
図
書
館
に
。
蔵
書
は
５
万
８

千
冊
、
会
員
は
９
千
人
ま
で
増
え

た
。
運
営
は
委
託
料
や
寄
付
な
ど

で
ま
か
な
い
、
９
歳
か
ら
７９
歳
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
約
４
５
０
人
が
支

え
る
。

「歩
い
て
気
軽
に
人
が
集

ま
れ
る
図
書
館
を
増
や
し
た
い
」

と
船
橋
市
内
に
３０
館
を
目
標
に
掲

げ
る
。

図
書
館
だ
け
で
は
な
く
、
変
わ

っ
た
書
店
の
発
表
も
あ
る
。

新
潟
市
西
区
の
書
店

「
ツ
ル
ハ

シ
ブ
ッ
ク
ス
」
の
地
下
室
に
あ
る

古
本
コ
ー
ナ
ー

「
Ｈ
Ａ
Ｋ
Ｋ
Ｕ
Ｔ

Ｓ
Ｕ

（発
掘
）
」
に
は
、
寄
贈
さ

れ
た
本
約
２
０
０
冊
が
並
ぶ
。
洞

窟
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
暗
闇
の
中
、

若
者
た
ち
が
懐
中
電
灯
を
片
手
に

読
み
た
い
本
を

「発
掘
」
す
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
本
の
帯
に
は
寄
贈
し

た
人
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
書
か

れ
、
購
入
し
た
若
者
も
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
残
す
仕
組
み
だ
。

店
主
の
西
田
卓
司
さ
ん
（３９
）
は

「若
い
人
、
特
に
中
高
生
に
良
い

本
に
出
会

っ
て
ほ
し
い
」
と
、
地

下
室
は
３０
歳
以
上
は
入
室
で
き
な

い
と
い
う
ル
ー
ル
を
設
け
た
。
値

段
も
中
高
生
１
冊
１
０
０
円
、
１０

代
２
０
０
円

、
２０
代
３
０
０
円

だ
。
西
田
さ
ん
は

「
サ
ミ
ッ
ト
で

は
様

々
な
つ
な
が
る
取
り
組
み
を

学
び
た
い
」
と
話
す
。

サ
ミ
ッ
ト
に
は
だ
れ
で
も
参
加

で
き
る
。
参
加
費
１
千
円

（交
流

会
は
別
途
２
千
円
が
必
要
）
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（〓
洋
，
ミ
ｏ
づ
Ｆ

お
―
］いげ
『
”
【
メ
』
づ
ヽ
ｏ
ｏ
ヽ
＼
）
で
申

し
込
む
。
　
　
　
　
　

（山
田
優
）


